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Pickup 森 の国

町
制
施
行
60
周
年
記
念

松 

野 

町 

産 

業 

祭

　

11
月
１
日
㈰
松
野
町
産
業
祭
が
虹
の
森
公
園
を
主

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
松
野
町
制
60
周
年
を
記
念
し
て
、
町
の
特

産
品
を
使
っ
た
高
校
生
に
よ
る
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

「
森
の
国
ア
グ
リ
甲
子
園
」
や
食
育
応
援
イ
ベ
ン
ト

「
愛
媛
の
食
育
応
援
団
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、
会
場

に
設
け
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
に
は
大
勢
の
観
客
が

詰
め
寄
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
特
産
品
の
販
売
コ
ー
ナ
ー

「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
も
開
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
地
元
の
生

産
者
自
ら
が
自
慢
の
農
産
物
や
加
工
品
を
対
面
販
売

す
る
こ
と
で
、
商
品
の
安
全
性
や
美
味
し
さ
な
ど
を

消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か
、
消
費
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
以
後
の
生
産
活
動
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
今
回
は
町

内
か
ら
15
件
の
農
家
が
出
店
し
、
会
場
を
に
ぎ
わ
せ

ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
認
定
農
業
者
に
よ
る
杵
つ
き
も
ち

の
実
演
販
売
や
、
町
内
外
の
飲
食
店
に
よ
る
飲
食

ブ
ー
ス
、
ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
開
設
さ
れ
、

来
場
者
に
は
大
満
足
の
催
し
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

産業祭
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Pickup 森 の国

愛媛県立北宇和高等学校
シカパイ

愛媛県立今治南高等学校

愛媛県立宇和島水産高等学校

愛媛県立大洲農業高等学校

高知県立幡多農業高等学校

愛媛県立今治南高等学校
３時～森の国の果実～

愛媛県立宇和島水産高等学校
FOREST STORY

高知県立幡多農業高等学校
シビレる辛さ絶品鹿味噌汁なし担担麺

愛媛県立大洲農業高等学校
アマゴの蒲焼き風どんぶり

森の国
アグリ甲子園

【
森
の
国
ア
グ
リ
甲
子
園
】

　

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
の
第
１
部
と
な
っ
た
「
森
の
国
ア
グ

リ
甲
子
園
」
は
、
愛
媛
県
と
高
知
県
両
県
の
日
本
農
業
ク

ラ
ブ
加
盟
校
と
水
産
高
校
を
対
象
と
し
た
料
理
コ
ン
テ
ス

ト
で
す
。

　

今
回
は
愛
媛
県
か
ら
北
宇
和
高
等
学
校
、
宇
和
島
水
産

高
等
学
校
、
大
洲
農
業
高
等
学
校
、
今
治
南
高
等
学
校
が
、

高
知
県
か
ら
は
幡
多
農
業
高
等
学
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

審
査
員
に
は
、
町
長
、
教
育
長
を
は
じ
め
、
タ
レ
ン
ト

で
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
生
島
ヒ
ロ
シ
さ
ん
、
料
理
評

論
家
の
近
藤
一
樹
さ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
士
の
大
田
美
香

さ
ん
、
森
の
国
ホ
テ
ル
支
配
人
な
ど
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー

が
並
び
、
高
校
生
の
自
慢
の
料
理
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
使
用
す
る
食
材
は
、
松
野
町
の
主
要
特

産
品
（
桃
、
栗
、
梅
、
柚
子
、
茶
）
に
加
え
、
シ
カ
肉
、

う
な
ぎ
・
ツ
ガ
ニ
・
川
エ
ビ
・
ア
ユ
・
ア
マ
ゴ
な
ど
で
、

レ
シ
ピ
は
高
校
生
自
ら
が
考
案
し
た
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
独
創
的
な
料
理
を
寸
劇
を
織
り
交
ぜ
る

な
ど
個
性
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
、

審
査
員
た
ち
の
心
を
つ
か
ん
で
い
ま
し
た
。

　

審
査
員
を
務
め
た
タ
レ
ン
ト
の
生
島
ヒ
ロ
シ
氏
は
、「
松

野
町
の
食
材
は
ど
れ
を
と
っ
て
も
美
味
し
い
も
の
ば
か
り
。

高
校
生
た
ち
が
考
案
し
た
料
理
が
新
た
な
特
産
品
と
し
て

町
の
起
爆
剤
と
な
っ
て
く
れ
る
の
を
期
待
し
て
い
る
。」と
、

コ
ン
テ
ス
ト
に
対
す
る
思
い
入
れ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果
は
上
記
の
と
お
り
、
北
宇
和

高
等
学
校
の「
シ
カ
パ
イ
」が
最
優
秀
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
シ
カ
パ
イ
」
は
今
後
商
品
化
に
向
け
た
検
討
会
を

重
ね
、
12
月
19
日
㈯
に
は
虹
の
森
公
園
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

に
お
い
て
試
験
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

１位　北宇和高等学校　　　シカパイ　538点
２位　幡多農業高等学校　　シビレる辛さ絶品鹿味噌汁なし担担麺　526点
３位　宇和島水産高等学校　ＦＯＲＥＳＴ　ＳＴＯＲＹ　506点
４位　大洲農業高等学校　　アマゴの蒲焼き風どんぶり　505点
５位　今治南高等学校　　　３時～森の国の果実～　　　503点
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森 の国だより

町
制
施
行
60
周
年
記
念

森
の
国
文
化
祭

11
2～3

　

11
月
２
日
㈪
・３
日
（
火
・
祝
）、松
野
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
「
町
制
60
周
年
記
念　

森
の
国

文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
両
日
に
か
け
て
、
文

化
協
会
会
員
に
よ
る
書
道
や
華
道
、
山
野
草
、
写
真
、

押
花
絵
、
手
芸
、
絵
画
、
俳
句
・
川
柳
、
寒
蘭
の
ほ
か
、

児
童
生
徒
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
は
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
展
示
さ
れ
た
力
作
に
見
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

３
日
（
火
・
祝
）
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

芸
能
大
会
が
行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
和
太
鼓
や
日
舞
、

軽
音
楽
、
大
正
琴
、
オ
カ
リ
ナ
、
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
特
別
出
演
と
し
て
、
町
内

外
の
子
ど
も
た
ち
総
勢
34
人
に
よ
る
和
太
鼓
の
演
奏
や
、

キ
ッ
ズ
英
会
話
ス
ク
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
英
語

歌
が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

毎
年
好
評
の
文
化
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
生
け
花
作
り

や
押
花
絵
ハ
ガ
キ
作
り
、
書
道
、
ギ
タ
ー
、
和
太
鼓
、

大
正
琴
な
ど
８
部
門
が
開
か
れ
、
各
会
場
で
子
ど
も
た

ち
の
楽
し
そ
う
な
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　

芸
能
大
会
の
最
後
に
は
、
恒
例
の
も
ち
ま
き
も
行
わ

れ
、
会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。
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森 の国だより

消
防
団
防
火
デ
ー

11
８

　

11
月
９
日
㈪
か
ら
11
月
15
日
㈰
ま
で
の
１
週
間
は
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
」
で
す
。

今
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
き
ま
す
。
松
野
町
消

防
団
で
は
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
火
災
予
防
を
啓
発
す
る
た
め
の
防

火
デ
ー
行
事
を
毎
年
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
週
間
に
先
駆
け
、
11
月
８
日
㈰
に
火
災
予
防
啓
発
用
ビ
ラ
の
配
布
、
広
報
車
に

よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
、
消
防
施
設
の
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
統
一
標
語
は
「
無
防
備
な
心
に
火
災
が
か
く
れ
ん
ぼ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅

防
火
い
の
ち
を
守
る
３
つ
の
習
慣
、
４
つ
の
対
策
を
心
掛
け
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
同
日
、
消
防
団
員
を
対
象
と
し
た
「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
座
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
塾
の
村
松
信
一
郎
氏
を
お
招
き
し
「
自
分
の
こ
こ

ろ
の
健
康
状
態
は
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
員
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
て
、
日
頃
よ
り
訓
練
を
重
ね

る
と
と
も
に
、
有
事
の
際
に
は
昼
夜
関
係
な
く
出
動
し
、
人
命
救
助
・
被
害
の
防
止
に
努

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
の
中
、
団
員
自
身
の
健
康
づ
く
り
は
消
防
団
活
動
を
お
こ
な

う
上
で
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

各
団
員
は
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
記
入
す
る
こ
と
で
自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
を
理
解
し
、

そ
の
対
処
法
を
学
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

★
３
つ
の
習
慣

★
４
つ
の
対
策

　

全
国
的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
し
て
お
り
、
県
内
、
ま
た
町
で
も
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、
常
に
訓
練
を
重
ね
、
有
事
の
際

に
は
率
先
し
て
出
動
す
る
消
防
団
員
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。町
消
防
団
で
は
、

団
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
課
危
機
管
理
室　

☎
42
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

⑴　寝たばこは絶対やめる。

⑵　 ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する。

⑶　 ガスこんろなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。

⑶　 火災を小さいうち
に消すために、住
宅用消火器等を設
置する。

⑴　 逃げ遅れを防ぐた
めに、住宅用火災
警報器を設置す
る。

⑷　 お年寄りや身体の
不自由な人を守る
ために、隣近所の
協力体制をつく
る。

⑵　 寝具、衣類及び
カーテンからの火
災を防ぐために、
防炎品を使用す
る。
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森 の国だより

吉
野
生
地
区
文
化
祭

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
レ
ク
バ
レ
ー

11
7～8

11
７

　

11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
の
２
日
間
、
吉
野
生
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
地
元
の

文
化
団
体
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
づ
く
り
の
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
日
は
、
体
験
教
室
の
ビ
ー
ズ
教
室
が
同
時
に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
講
師
の
坂
本
澄

子
さ
ん
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
作
品
を
創
作
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、８
日
に
は
、特
産
品
販
売
、杵
つ
き
餅
実
演
販
売
、バ
ザ
ー
、老
人
ク
ラ
ブ
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
菊
花
展
や
書
道
、
生
け
花
、
押
花
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
写
真
、
俳

句
作
品
、
絵
手
紙
な
ど
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
歴
史
あ
る
吉
野
親
和
会
の
菊
花
や

小
学
生
に
よ
る
書
道
・
俳
句
・
絵
の
作
品
の
前
に
は
多
く
の
観
客
が
足
を
止
め
る
な
ど
、

観
客
を
魅
了
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

午
後
か
ら
の
芸
能
大
会
で
は
、
鬼
城
太
鼓
の
演
奏
、
東
小
児
童
の
ダ
ン
ス
や
保
育
園
児

の
踊
り
、
吟
詠
・
民
舞
・
コ
ー
ラ
ス
・
大
正
琴
、
オ
カ
リ
ナ
、
地
元
愛
好
会
の
カ
ラ
オ
ケ
、

日
舞
な
ど
の
発
表
が
行
わ
れ
、
各
団
体
か
ら
は
、
町
制
60
周
年
に
対
す
る
お
祝
い
の
気
持

ち
を
込
め
た
演
技
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

芸
能
大
会
終
了
後
に
は
、
盛
大
な
餅
ま
き
が
行
わ
れ
文
化
祭
は
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
㈯
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
体

育
指
導
委
員
会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
レ
ク
バ

レ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
社
会
福
祉
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
参
加
チ
ー
ム

の
皆
さ
ん
か
ら
の
募
金
は
、
町
内
の
福
祉
施
設
に

寄
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
試
合
は
、
午
後
４
時
台
、

６
時
台
、
８
時
台
、
10
時
台
の
４
部
門
で
、
１
チ
ー

ム
が
３
試
合
ず
つ
行
い
、
各
部
門
ご
と
に
順
位
が

決
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
町
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
職
域

な
ど
42
チ
ー
ム
、
２
９
８
人
が
参
加
し
、
和
気
あ

い
あ
い
と
、
和
や
か
に
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
か
ら
７
４
，
３

１
７
円
も
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、

今
年
は
障
害
者
支
援
施
設
ラ
イ
フ
ま
つ
の
に
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ビ
ー
で
は
体
育
指
導
委

員
会
に
よ
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
う
ど
ん
」
の
販
売

も
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
は
温
か
い
う
ど
ん
に
舌
鼓

を
打
ち
な
が
ら
、
チ
ー
ム
の
親
睦
を
深
め
て
い
た

よ
う
で
す
。
こ
の
う
ど
ん
の
売
上
金
も
募
金
と
合

わ
せ
て
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
、
温
か
い
募
金

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大会結果
【 16：20～18：00 】の部
１位 ウィッシュ
２位 体育指導委員会
３位 ラブ＆ピース
【 18：00～20：05 】の部
１位 山ちゃん会
２位 ライフまつのＡ
３位 バレンジャイ
【 20：05～22：10 】の部
１位 オロチ
２位 Ｈ＆Ｋ
３位 ＲＴＫＳＥＭ
【 22：10～24：00 】の部
１位 愉快な仲間たち
２位 おかずクラブ
３位 森の精
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森 の国だより

新
工
場
設
置
に
向
け
た
土
地
売
買
契
約
締
結

　

10
月
20
日
㈫
、
町
と
株
式
会
社
プ
ロ
テ
ッ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
が
「
新
工
場
立
地
に
伴
う

土
地
売
買
契
約
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
契
約
に
よ
り
、
化
粧
品
等
の
研
究
開
発
と
製
造
を
行
う
工
場
開
設
が
本
格
的
に
始

動
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
今
日
、
町
で
は
「
森
の
国
総
合
戦
略
推
進
会
議
」

を
設
置
し
、
移
住
促
進
や
若
者
の
町
内
定
着
、
子
育
て
支
援
は
も
と
よ
り
、
農
産
物
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
資
源
の
高
付
加
価
値
化
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
６
次
産
業
の
振
興
な
ど
、

「
オ
ー
ル
森
の
国
松
野
」
に
よ
る
松
野
な
ら
で
は
の
総
合
的
な
対
策
の
推
進
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
工
場
が
本
格
的
に
稼
働
さ
れ
れ
ば
、
安
定
し
た
地
域
雇
用
の
創
出
、
若
者
の
流
出
防

止
、
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
、
更
に
は
農
業
、
商
工
業
、
観
光
、
福
祉
、
健
康
施
策
と
連
携
し
た

地
域
活
力
の
維
持
、
増
進
、
そ
し
て
森
の
国
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
に
大
い
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
新
工
場
の
稼
働
開
始
は
、
平
成
28
年
秋
ご
ろ
の
予
定
で
す
。　

松野町制60周年記念事業　今後の主な日程

『松野町の医療を考える講演会・シンポジウム』の開催
会場／コミュニティセンター

　私たちが健康な生活を送るためには、地域医療は欠かすことができません。その地域医療を大切に守っていくため
には、町全体で健康づくりに励むとともに病気や障がいを持っても医療や介護、地域全体がつながって、可能な限り
住み慣れた地域で自分らしく暮らしていける、松野町らしい地域包括ケア体制を構築していくことが重要です。
　今年もみんなで考えていく機会として、標記講演会・シンポジウムを開催しますので、多くの方のご参加をお待
ちしています。

１　日　時　　平成27年12月12日㈯　13時00分～15時45分
２　内　容　
　○基調講演　
　　演　題　　「在宅医療における訪問サービスの活用」
　　　　　　　　　～これまでの地域医療活動から見える大切なこと～
　　講　師　　石川県野々市よこみやクリニック医師　　清水　雄三　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※松野町国民健康保険中央診療所　元副所長
　○リラックスストレッチ　松野町国民健康保険中央診療所　主任理学療法士　木村　静　氏
　○シンポジウム
　　テーマ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　長　　宇和島保健所　所長　廣瀬　浩美　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助言者　　基調講演講師　　　　清水　雄三　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シンポジスト　　医療・保健・福祉関係より4名
【問い合わせ先】　保健福祉課　☎42－0708

「みんなで共につくっていこう！
　大切な人と自分らしく暮らしていける
　　　　　　　　　　やさしいまちづくり」

清水　雄三 氏

完成予定図
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の掲示板ま ち

ま
ち
の
投
句
箱

晩
秋
の
樹
々
に
言
葉
の
あ
る
如
し 

赤
松　
　

午
子

腕
白
の
法は
っ
ぴ被
ま
と
い
し
秋
祭
り 

稲
谷　

キ
ミ
子

蟷か
ま

螂き
り

の
門も
ん

扉ぴ

を
し
か
と
守
る
ご
と 

上
田　

美
智
子

ク
ラ
シ
ッ
ク
聞
き
つ
つ
一
人
日
向
ぼ
こ 

岡
本　
　

三
葉

中
秋
の
月
澄
み
切
っ
て
通
夜
帰
り 

竹
内　

サ
ダ
子

吉
野
句
会
　
十
月
例
会
句
会　
於　
吉
野
生
公
民
館

葛
句
会
　
十
月
例
会
句
会　
於　
町
民
セ
ン
タ
ー

不
器
男
居
の
朝
の
靜し

じ
ま寂

の
こ
ぼ
れ
萩 

 

伊
藤　
　

富
子

風
走
り
触
れ
合
ふ
絵
馬
や
神
無
月 

岡
本　
　

京
子

こ
ぼ
れ
萩
薄
紫
に
変
り
を
り 

金
谷　
　

重
子

送
ら
ば
や
こ
の
萩
の
道
つ
き
る
ま
で 

金
谷　
　

文
恵

神
の
留
守
マ
ン
シ
ョ
ン
一
つ
傾か
し

げ
け
り 

谷　
　

き
よ
し

夕
映
え
の
照
る
石
積
み
や
萩
の
花 

布　
　
　

康
江

晩お
く
て稲

刈
る
棚
田
の
里
は
黄
金
色 

ひ
の　

た
い
ら

次
の
世
も
亡つ

夫ま

と
生
き
た
し
十
三
夜 

山
下　

ス
ミ
子

　

11
月
17
日
㈫
、
第
２
回
史
跡
見
学
会
「
河
後
森
城
の

植
生
・
景
観
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
見
学
会

は
、
河
後
森
城
の
よ
り
よ
い
利
活
用
を
進
め
る
た
め
、

河
後
森
城
に
お
け
る
植
生
や
景
観
に
つ
い
て
検
討
す
る

会
で
す
。
２
回
目
の
今
回
も
、
愛
媛
大
学
名
誉
教
授
の

下
條
信
行
氏
と
江
崎
次
夫
氏
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
城
内
の
植
生
や
城
内
外
の
景
観
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。

　

見
学
会
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
本
郭
南

側
に
自
生
す
る
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
紅
葉
状
況
の
観
察
と

新
城
地
区
に
自
生
す
る
オ
ン
ツ
ツ
ジ
の
育
成
状
況
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰
、
第
28
回
愛
媛
県
中
学
校
新

人
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
松
野
中
学
校
か
ら
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
男
子
と
柔
道
男
子
団
体
、
柔
道
男
女
個
人
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

柔
道
男
子
個
人
で
は
、
73
㎏
級
で
２
年
生
大
森
寛
太

さ
ん
が
優
勝
、
50
㎏
級
で
１
年
生
谷
口
壮
太
さ
ん
が
３

位
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

11
月
11
日
㈬
に
役
場
を
訪
れ
、
町
長
に
結
果
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

二
人
と
も
今
大
会
の
成
績
は
と
て
も
大
き
な
自
信
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。
来
年
度
の
中
学
校
総
合
体
育
大
会

で
の
活
躍
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
２
回
史
跡
見
学
会
の
実
施
に

つ
い
て

愛
媛
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

結
果
報
告

俳句ポストについては、しばらくの間お休みいたします。

見学会の様子

自生するイロハモミジ



9

　　　 の掲示板　　　ま　　　　　　ち

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

目
　
黒
　
脇
本
サ
ト
ミ
　
　
80
歳

吉
　
野
　
越
智
　
　
靜
　
　
81
歳

松
　
丸
　
細
川
　
洋
造
　
　
92
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

世帯数　2,041世帯（22世帯）

総人口　4,191人 （－27人）
男1,967人　女2,224人
（10月中の異動）

　　○出　生　０人　○死　亡　３人
　　○転　入　24人　○転　出　48人

平成27年10月31日現在
※外国人を含みます。

町 の 人 口

ご
寄
付
お
礼
（
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

柳
野
　
大
和
　
　
松
野
町

毛
利
　
　
正
　
　
松
野
町

細
川
　
修
一
　
　
松
野
町

長
谷
　
信
昭
　
　
松
野
町

☆
広
報
送
付
お
礼

加
藤
　
福
夫
　
　
北
海
道

小
林
　
道
子
　
　
神
奈
川
県

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　 １　　　位 ２　　　　位 ３　　　　位 大　会　記　録
学年 種目 男女 氏　　　　名 校名 記録 氏　　　　名 校名 記録 氏　　　　名 校名 記録 氏　　名 校名 記録 年度

４　
　

年

60ｍ
男 松浦　大翔 三　島 9"8 善家　　朗 好　藤 9"8 井伊　俊成 近　永 9"9 新谷　侑希 近　永  8"9 Ｈ８
女 東　　晴七 松野東 9"6 滝本　初音 松野東 10"0 戎　　真花 松野西 10"0 河添　千秋 好　藤  9"3 Ｈ22

400ｍリレー
男 近永小学校チーム 63"1 Ｈ４
女 近永小学校チーム 64"3 Ｈ10

５　
　
　
　

年

60ｍ
男 土田　翔大 近　永 9"1 上甲　遥希 好　藤 9"4 河野　祐生 近　永 9"5

高田　　司 泉
 8"6

Ｈ５
新谷　侑希 近　永 Ｈ９

女 髙田　朱七 泉 9"5 善家　陽菜 好　藤 9"5 善家　沙帆 近　永 9"7
程内　由里 三　島

 8"9
Ｓ60

河添　千秋 好　藤 Ｈ23

100ｍ
男 土田　翔大 近　永 15"1 森光　流月 日　吉 15"8 矢口　蒼太 近　永 16"2 高田　　司 泉 13"9 Ｈ５
女 都能　花梨 近　永 15"2 髙田　朱七 泉 15"6 高田　千聡 近　永 16"1 渡邉　風花 松　西 14"6 Ｈ11

60ｍハードル
男 上甲　遥希 好　藤 10"9 吉本　昂生 松野東 11"3 兵頭　明樹 松野西 11"4 田中　啓太 近　永  9"9 Ｈ19
女 土居明日香 近　永 10"8 善家　陽菜 好　藤 11"7 今城海音璃 近　永 11"8 岡山　　愛 近　永 10"2 Ｈ14

400ｍリレー
男 近永小学校チーム 60"2 Ｓ51
女 近永小学校チーム 62"4 Ｈ11

ソフトボール
投げ

男 武田　　善 近　永 51m10 坂井　樹生 近　永 49m39 稲田　大翔 松野西 39m52 末廣　真堂 愛　治 63ｍ34 Ｈ８
女 東　　加恋 近　永 32m19 善家　沙帆 近　永 29m64 西田　華音 松野東 29m58 山本　由美 三　島 41ｍ85 Ｓ58

走り幅跳び
男 河野　祐生 近　永 3m60 吉本　昂生 松野東 3m30 高田　悠作 松野西 3m06 高田　貴生 愛　治 4ｍ41 Ｓ56
女 都能　花梨 近　永 3m32 高田　千聡 近　永 3m11 篠田　和香 松野西 2m99 河添　千秋 好　藤 4ｍ05 Ｈ23

走り高跳び
男 山﨑　　櫂 松野西 1m10 増田　哲聖 松野東 1m10 櫻田　昂佑 近　永 1m05 森　　佳洋 近　永 1ｍ33 Ｓ62
女 松田　鈴音 好　藤 1m15 今城　佳奈 日　吉 1m05 野中　春華 松野西 1m05 吉田明日香 日　吉 1ｍ25 Ｈ９

６　
　
　
　
　
　
　
　
　

年

60ｍ
男 岡野　裕斗 近　永 8"6 三好　侑一 近　永 9"3 松本　直斗 近　永 9"4 藤田　　亮 愛　治  8"3 Ｈ18
女 井上　奈美 近　永 8"9 竹本　彩恵 泉 9"2 坂本こころ 日　吉 9"3 武田　　茜 近　永  8"8 Ｈ２

100ｍ
男 井上　　空 近　永 14"7 岡村　颯晟 近　永 15"3 竹村　将永 近　永 15"3 松浦　　誠 近　永 13"1 Ｓ61
女 坂本こころ 日　吉 15"1 井上　美空 松野西 15"4 松浦　菜帆 近　永 15"9 河添　千秋 好　藤 13"9 Ｈ24

200ｍ 男 薬師寺正義 愛　治 28"7 Ｓ51

60ｍハードル
男 岡野　裕斗 近　永 9"8 清家　祥太 三　島 10"2 松本　直斗 近　永 10"6 小野　政則 近　永  9"1 Ｓ61
女 東　　歩希 松野東 10"4 川上神来良 松野西 10"9 畠山　留衣 松野東 11"4 那須　幸恵 好　藤  9"7 Ｈ９

400ｍリレー
男 近永小学校チーム 55"9 Ｓ61
女 三島小学校チーム 59"4 Ｓ61

ソフトボール
投げ

男 岡村　颯晟 近　永 55m76 水谷　奏太 三　島 53m50 清家　志門 泉 42m50 末廣　真堂 愛　治 74ｍ36 Ｈ９
女 岡林　咲奈 近　永 40m70 佐伯　実邑 近　永 36m38 山田　綾花 松野西 35m20 渡邊　春花 好　藤 53ｍ32 Ｈ19

走り幅跳び
男 井上　　空 近　永 3m92 清家　祥太 三　島 3m89 金子　風雅 泉 3m70 薬師寺正義 愛　治 4ｍ96 Ｓ51
女 井上　奈美 近　永 4m36 坂本　茉子 松野西 3m72 竹本　彩恵 泉 3m67 河添　千秋 好　藤 4ｍ66 Ｈ24

走り高跳び
男 松本　恵冴 松野西 1m26 近藤　浄士 近　永 1m23 善家　天真 近　永 1m20 濱田　竜馬 愛　治 1ｍ46 Ｈ14

女 濱田　菜月 近　永 1m21 善家　美衣 好　藤 1m18
東　　歩希 松野東

1m18 都　ちひろ 近　永 1ｍ33 Ｈ21
稲澤さくら 近　永

共　

通
400ｍリレー

男 岡野　裕斗　　井上　　空
竹村　将永　　土田　翔大 近　永 59"3 金谷　　翼　　中山　　航松本　恵冴　　楠岡　隼輔 松野西 63"0 森光　流月　　山口　徹司丹下　聖士　　入田　辰迪 日　吉 63"3 近永小学校チーム 58"8 H26

女 井上　奈美　　都能　花梨
松浦　菜帆　　土居明日香 近　永 ◎ 61"3 井上　美空　　川上神来良尾崎　風花　　西田　美彩 松野西 62"8 竹本　彩恵　　髙田　朱七髙田　七海　　岡田　唯花 泉 65"0 近永小学校チーム 62"4 H26

北宇和郡小学校陸上競技大会
　10月21日㈬、鬼北町総合公園で平成27年度北宇和郡小学校陸上競技大会が開催されました。
　町からは、３校69名が参加し「ラストスパート　昨日の自分の　先をゆけ！」の大会テーマのもと、自己ベストを目指して頑張りました。
　大会結果は、次のとおりです。 ◎　大会新記録　　○　大会タイ記録
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Informationお し ら せ

　

全
国
農
業
新
聞
と
は
、
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関

で
あ
る
農
業
委
員
会
系
統
組
織
が
発
行
す
る
農
業
総

合
専
門
紙
で
す
。「
週
刊
」
の
時
間
を
生
か
し
、
情

報
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
解
説
的
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
読
者
の
皆
さ
ん
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
家
族
全
員
が
楽
し
め
る
記
事
も
充
実
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、全
国
47
都
道
府
県
に
あ
る
支
局
の
県
版
・

地
方
版
の
充
実
に
よ
り
、
地
域
の
元
気
で
特
徴
あ
る

明
る
い
話
題
や
地
域
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の

提
供
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門
紙
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
新
聞

の
購
読
と
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
く
併
読
誌
と
し

て
、
一
週
間
に
一
度
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
購
読

料
は
１
か
月
７
０
０
円
（
送
料
込

み
）
と
負
担
が
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
毎
週
一
回

金
曜
日
発
行
で
す
。
購
読
を
希
望

さ
れ
る
人
は
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
42
・
１
１
１
４

全
国
農
業
新
聞
を
購
読
し
て
農

業
経
営
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
？

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
ハ
ー
ト
フ
ル
ポ
イ
ン
ト

制
度
（
第
２
期
）

12
月
21
日
は
え
ひ
め
防
災
の
日
で
す

１　

行
政
相
談

【
日　

時
】
12
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

【
内　

容
】
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

【
相
談
者
】
山
﨑
ル
リ
子
（
行
政
相
談
委
員
）

２　

心
配
ご
と
法
律
相
談

【
日　

時
】
12
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　

容
】
心
配
ご
と
法
律
相
談

【
相
談
者
】
弁
護
士
・
民
生
児
童
委
員

３　

人
権
相
談

【
日　

時
】
12
月
10
日
㈭
10
時
〜
12
時

【
場　

所
】
町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

【
内　

容
】
人
権
相
談

【
相
談
者
】
人
権
擁
護
委
員

　

県
で
は
、
授
産
製
品
等
の
購
入
額
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を

発
行
し
、
集
め
る
と
商
品
券
と
引
換
で
き
る
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
ハ
ー

ト
フ
ル
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
第
２
期
を
12
月
１
日
㈫
か
ら
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
障
が
い
者
就
労
施
設
の
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
12
月
21
日
㈪
を
「
え
ひ
め
防
災
の
日
」、
12
月
17

日
㈭
〜
23
日
㈬
を
「
え
ひ
め
防
災
週
間
」
と
し
て
、
県
内
各

地
で
防
災
に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
今
年
は
、
防
災
週
間
初
日
の
17
日
㈭
に
県
民
総
ぐ
る

み
地
震
防
災
訓
練
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
え
ひ
め
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

今
後
、
発
生
が
心
配
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
落
ち
着
い
て
行
動
が
で
き
る

よ
う
日
頃
か
ら
ご
家
庭
で
防
災
対
策
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
冬
場
は
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
た
め
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
火
災
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
と

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
え
ひ
め
」
へ
参
加
予
定
の
団
体

に
つ
い
て
は
、
事
前
登
録
の
た
め
総
務
課
危
機
管
理
室
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

総
務
課
危
機
管
理
室

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
42
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

農業委員会だより（12月号）

【
ポ
イ
ン
ト
交
付
期
間
】　

〜
平
成
28
年
１
月
31
日
㈰

【
商
品
券
引
換
期
間
】　

〜
平
成
28
年
２
月
29
日
㈪

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
２
４
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エ
イ
ズ
予
防
週
間
の
お
知
ら
せ

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

募
集

30
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
お
得
に
お
買
い
物
！

〜「
愛え

顔が
お
の
え
ひ
め「
す
ご
得
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」実
施
中
！
〜

　

県
で
は
、
エ
イ
ズ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
り
、
感
染

防
止
、
エ
イ
ズ
へ
の
誤
解
・
偏
見
の
な
い
環
境
を
作
る
こ
と

を
目
的
に
、12
月
１
日
㈫
か
ら
７
日
㈪
を
「
エ
イ
ズ
予
防
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

宇
和
島
保
健
所
で
は
、
次
の
と
お
り
夜
間
Ｈ
Ｉ
Ｖ
相
談
・

検
査
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
・
検
査
は
、
無
料
・
匿
名
で
受

け
ら
れ
、
陰
性
の
場
合
は
当
日
30
分
程
度
で
結
果
を
お
知
ら

　

自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
中
卒
（
見
込
含
む
。）
17
歳
未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
】
平
成
28
年
１
月
８
日
㈮
締
切

【
第
１
次
試
験
日
】
平
成
28
年
１
月
23
日
㈯

【
第
１
次
試
験
場
】
宇
和
島
市
役
所

【
試
験
科
目
】
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・
英
語
（
択
一
式
）

及
び
作
文
（
５
０
０
字
程
度
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】自
衛
隊
宇
和
島
地
域
事
務
所（
宇
和
島
駅
西
隣
り
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
23
・
５
４
３
１

　

県
で
は
、（
一
社
）
愛
媛
県
観
光
物
産
協
会
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
「
愛
あ
る
愛
媛
い
い
よ
か
ん
」
で
、
県
内
産
品
が

「
30
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」
で
購
入
で
き
る
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
ま
す
。「
す
ご
味
」
や
「
す
ご
モ
ノ
」
商
品
を
は
じ

め
と
す
る
８
０
０
品
目
以
上
が
対
象
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
愛
媛
の
い
い
モ
ノ
、
す
ご
い
モ
ノ
を

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

【
期　
　

間
】　

〜
平
成
28
年
２
月
29
日
㈪

【
販　
　

売
】　 （
一
社
）
愛
媛
県
観
光
物
産
協
会
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ

「
愛
あ
る
愛
媛
い
い
よ
か
ん
」
い
い
よ
か
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.rakuten.co.jp/e-bussan/

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
（
一
社
）
愛
媛
県
観
光
物
産
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
・
９
６
１
・
４
５
０
１

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

せ
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

通
常
の
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
は
、
毎
週
火
曜
日
（
受
付
：

10
時
〜
11
時
）
宇
和
島
保
健
所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

夜
間
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
の
日
程

【
実
施
日
】　

12
月
１
日
㈫
（
予
約
不
要
）

【
時　

間
】　

17
時
00
分
〜
19
時
30
分

【
場　

所
】　

南
予
地
方
局
１
階
（
宇
和
島
保
健
所
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】　 

宇
和
島
保
健
所 

健
康
増
進
課 

感
染

症
対
策
係　

☎
28
・
６
１
０
７

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
・
大
洲
市
説
明
会
の

お
知
ら
せ

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
事
務
局
で
は
、
Ｂ
型
肝

炎
訴
訟
・
大
洲
市
説
明
会
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
日　
　

時
】　

12
月
19
日
㈯　

14
時
〜
１
時
間
程
度

【
場　
　

所
】　

大
洲
市
民
会
館
２
階　

第
１
会
議
室

 　
　
　
　
　
　
（
大
洲
市
大
洲
８
９
１
番
地
の
１
）

【
内　
　

容
】　 

集
団
予
防
接
種
の
際
の
注
射
器
の
回
し
打
ち

に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
被
害
に
つ

い
て
、
国
か
ら
和
解
金
支
払
等
の
救
済
を
受

け
る
た
め
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

※ 

事
前
の
参
加
予
約
、
参
加
費
用
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
・
２
２
３
・
６
５
８
９

愛
媛
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

11
月
25
日
㈬
か
ら
12
月
22
日
㈫
ま
で
の
間
発
売
さ
れ
る
「
年

末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
は
、
１
等
賞
金
７
億
円
、
前
後
賞
合

わ
せ
て
10
億
円
と
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
史
上
最
高
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、同
時
に
１
等
賞
金
が
７
，０
０
０
万
円
の
「
年

末
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
，
０
０
０
万
」
も
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
売
場
で
発
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
県
の

収
入
に
な
り
、
道
路
整
備
な
ど
の
公
共
事
業
や
文
化
振
興
事

業
、
高
齢
化
少
子
化
対
策
事
業
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
身
近
な
く
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

宝
く
じ
は
、
ぜ
ひ
県
内
の
売
場
で
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
総
務
部
行
財
政
改
革
局
財
政
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
１
９
０
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Informationお し ら せ

平
成
27
年
度「
技
能
市
場　
な
ん
よ
」の
開
催
に
つ
い
て

〜
今
年
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
技
能
が
、
南
予
の
宇
和
島
に
集
う
！
〜

　

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
職
業
訓
練
施
設
を

開
放
す
る
と
と
も
に
、
作
品
の
展
示
・
即
売
、
技
能
体
験
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
や
各
種
技
能
の
紹
介
・
伝
承
又

職
業
能
力
開
発
へ
の
理
解
や
南
予
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
平
成
27
年
度
「
技
能
市
場　

な
ん
よ
」
を
左

記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
日　
　

時
】　

12
月
13
日
㈰　

10
時
00
分
〜
14
時
00
分

【
場　
　

所
】　

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校
内

　
　
　
　
　
　
（
宇
和
島
市
柿
原
甲
１
７
１
２
）

【
内　
　

容
】

　

①　

 

木
工
ク
ラ
フ
ト
科
訓
練
作
品
の
展
示
即
売
（
木
工
品
）

　

②　

 

ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
訓
練
作
品
の
展
示
即
売（
縫
製
品
）

　

③　

技
能
体
験
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

 

か
ん
な
屑
ア
ー
ト
づ
く
り
（
木
工
ク
ラ
フ
ト
科
）

　
　
　

 

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
巾
着
袋
づ
く
り
（
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ

ス
科
）

　
　
　

 

ド
レ
ス
試
着
体
験
（
ア
パ
レ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
）

　

④　

 

木
工
ク
ラ
フ
ト
科
（
旧
木
工
科
含
）
修
了
生
に
よ
る

作
品
展

　

⑤　

木
育
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

 「
木
の
球
プ
ー
ル
」「
積
み
木
」「
ド
ミ
ノ
」「
組
み
木
」

で
遊
ぼ
う

　

⑥　

今
治
高
等
技
術
専
門
校
の
即
売

　

⑦　

 

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校
の
訓
練
作
品
展
示
・
技
能

体
験
サ
ー
ビ
ス

　

⑧　

 

愛
媛
県
職
業
能
力
開
発
協
会
に
よ
る
「
も
の
づ
く
り

体
験
教
室
」

　

⑨　

軽
食
コ
ー
ナ
ー

　

南
予
地
方
特
産
品
を
は
じ
め
と
す
る
飲
食
物
（
軽
食
）
が

集
ま
り
ま
す
。

※
内
容
に
つ
い
て
は
、
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

県
立
宇
和
島
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
・
３
４
１
０

12
月
は「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」で
す

「
夜
間
収
納
窓
口・
夜
間
納
税
相
談
窓

口
」
を
開
設
し
ま
す

　

町
で
は
、
滞
納
額
の
縮
小
と
収
納
率
の
向
上
を
目
指
し
、

12
月
を「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」と
し
税
収
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

町
税
は
、
私
た
ち
が
安
心
し
て
健
康
な
暮
ら
し
を
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
進
め
る
う
え
で
、
非
常
に
大
切
な
財
源
で

す
。
町
税
な
ど
の
滞
納
が
続
く
と
期
間
に
応
じ
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
が
過
ぎ
未
納
と
な
っ
て
い
る
人
は
早

め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
多
数
の
人
が
納
期
限
内
に
納
付
し
て
い
る
中
で
、

納
税
相
談
も
な
く
滞
納
を
続
け
る
人
に
は
、
税
負
担
の
公
平
性

の
た
め
に
財
産
調
査
や
差
押
な
ど
の
滞
納
処
分
を
執
行
し
ま
す
。

　

役
場
町
民
課
、
建
設
環
境
課
で
は
、
以
下
の
日
程
で
夜
間

収
納
・
納
税
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

町
税
、
保
育
料
、
住
宅
使
用
料
（
家
賃
）、
水
道
使
用
料
の

納
付
を
は
じ
め
納
税
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
日
中
、
お
仕
事

等
で
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○ 

町
税
・
保
育
料
の
納
付
に
つ
い
て 

… 

町
民
課
（
役
場
１
階
）

○ 

住
宅
使
用
料
・
水
道
使
用
料
の
納
付
に
つ
い
て 

… 

建
設
環

境
課
（
役
場
２
階
）

【
開
設
日
】
12
月
14
日
㈪
か
ら
18
日
㈮
ま
で
の
５
日
間

【
時　

間
】
20
時
ま
で

運
転
免
許
の
自
主
返
納
支
援
制
度
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

運
転
免
許
証
は
、
自
主
的
に
返
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

有
効
期
間
内
の
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
（
65
歳

以
上
）
は
、

　

①
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書

　

②
四
隅
に
穴
を
開
け
た
旧
免
許
証

　

③
運
転
経
歴
証
明
書
（
手
数
料
１
、０
０
０
円
が
別
途
必
要
）

①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
書
類
を
提
示
す
れ
ば
、
自
主
返
納
支

援
事
業
所
等
で
、
各
種
商
品
等
の
購
入
割
引
や
預
金
利
息
の

割
増
、
飲
食
料
金
の
割
引
や
路
線
バ
ス
運
賃
割
引
等
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

特
典
は
事
業
所
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
事

業
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

鬼
北
交
番　

☎
45
・
１
１
４
４

総
務
課
危
機
管
理
室　

☎
42
・
１
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）
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　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

平成28年度　保育園入園申込みについて
　平成28年４月からの保育園の利用について、申込みの受付を行います。

　提出書類を確認のうえ、期間内に受付場所へ提出してください。

【受付期間】11月30日㈪～ 12月11日㈮

【受付場所・時間】

　新規入園希望者 …  役場町民課　９時00分～ 17時00分（土日・祝祭日を除く）

　継続入園希望者 … 各保育園　　７時30分～ 18時00分（日・祝祭日を除く）

【提出書類】①②の書類は、各保育園または役場町民課で配布しています。

　①　支給認定申請書兼入園申込書

　②　 雇用証明書等、保育が必要であることが確認できる書類（保育の必要性の事由により、確認書類が異なります）

　③　 平成27年度市町村民税課税証明書（平成27年１月１日現在、松野町に住所がない人）

１　保育を必要とする事由について
　保護者が下記のいずれかに該当することにより、家庭で保育することができないため、保育園等で保育すること

が必要であると認定されます。

　①　就労していること（月48時間以上）

　②　妊娠中または出産後であること

　　　 （出産予定月の前３か月から、出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）

　③　 疾病にかかり、若しくは身体に障害を有していること

　④　 同居または長期入院している親族を常時介護・看護していること

　⑤　 震災、風水害、火災その他の災害復旧にあたっていること

　⑥　 求職活動中であること（90日の期限付きで入園可）

　⑦　就学していること

　⑧　虐待やＤＶのおそれがあること

　⑨　 育児休業取得時に、既に保育を利用している子どもがいて継続利用が必要であること

　　　 （出産した子どもが１歳に達する月の末日まで入園可）

２　保育の必要量について
　就労等の事由により保育が必要な場合、次のいずれかの利用時間となります。

　○　 「保育標準時間」…１日最大11時間利用できます。（７時30分～18時30分）

　　　保護者が月120時間以上就労している場合

　○　 「保育短時間」…１日最大８時間利用できます。（８時00分～16時00分）

　　　保護者が月48時間以上120時間未満の就労の場合

　　　※ 保育を必要とする事由によって、短時間しか利用が認められない場合があります。

３　零歳児保育について
　零歳児の受け入れは、松丸保育園のみとなり、生後６か月以降の入園となります。

　なお、年齢は平成28年４月１日現在が基準となります。

【問い合わせ先】　町民課児童福祉係　☎42－1113
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月　　額 入学一時金

大学院 100,000円 300,000円

大学・短大
高等学校４年以上
専修学校専門課程

80,000円 300,000円

高等学校
高等専門学校３年以下
専修学校高等課程
特別支援学校高等部

国立・公立　　30,000円
私立　　　　　50,000円

国立・公立　　60,000円
私立　　　　　250,000円

「まごころ奨学金」の募集について

高齢者運転免許自主返納サポート企業の募集

　まごころ奨学金は、犯罪被害に遭われた人の子どもを対象とした無利子貸与の奨学金です。
　まごころ奨学金では、次のとおり奨学金制度を活用される人を募集しています。
【対　　象】 保護者（父または母など）が、理不尽な犯罪に遭遇し、経済的に不安定となったために、奨学金の貸与

を必要とする家庭の子どもで、高校・大学・大学院・短大・専修学校（専門課程）に在学しているか進
学を予定している人

【形　　式】無利子・貸与
【期　　間】在学する学校の正規の修学期間
【貸 与 額】以下の金額を上限として、１万円単位で自由に設定できます。

【申　　請】　 下記問い合わせ先へご連絡いただくか、ホームページをご確認ください。募集要項は、日本財団より
お取り寄せいただくこともできますので、お気軽にお問い合わせください。申請は、随時受け付けて
います。

【審査期間】　申請から審査・貸与開始まで、おおよそ４ヶ月～６ヶ月間かかります。
【問い合わせ先】日本財団まごころ奨学金　係
　　　　　　　　☎03－6229－5111　FAX：03－6229－5160

Informationお し ら せ

サポート制度の概要
　愛媛県在住（居住地制限なし。）の65歳以上の人が運転免許証を自主返納した後、「運転経歴証明書」を受け、その「運
転経歴証明書」をサポート企業や店舗において提示することにより、様々なサービスを受けることができるものです。

【応募要件】
　下記の「ア」又は「イ」のいずれかの方に対して、特典（購入又は使用割引等）を設けることが可能なこと。
　　ア　運転免許証を自主返納（申請取消）し、運転経歴証明書の交付を受けた、愛媛県在住の65歳以上の人
　　イ　上記「ア」及びその家族・同伴者
　　※特典の内容についてはお任せしておりますが、事務局で審査させていただく場合がございます。
　　※運転経歴証明書を提示すること等により特典を受けることができる手法を取り入れております。
【応募方法】
　申し込み用紙を作成のうえ、提出していただくことになります。様式は愛媛県警察HPからダウンロードすること
ができます。不明な点は、下記までお問い合わせください。

　現在、県内でのサポート企業は106事業所にご協力いただいております。
　ご協力いただく上でのメリットは、
　　①　支援事業所名、サービスをホームページに掲載させていただいております。
　　②　免許証返納者に対し、事業所名、サービスの一覧表を交付しております。
　　③　より魅力的な特典をつけていただくことで、返納者の間で話題となり口コミ効果があります。

【問い合わせ先】
〒798－0074　愛媛県宇和島市並松２丁目１番30号
　　　　　　 宇和島警察署　交通課　TEL・FAX　22－0110
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明るい選挙啓発ポスターコンクール展示会の開催について

選挙権年齢が平成28年から18歳以上に引き下げられます。
　平成27年６月、公職選挙法等の一部を改正する法律が成立し、公布されました。
　今回の公職選挙法等の改正で、年齢満18年以上満20年未満の人が、選挙や直接請求に参加することができるよう
になります。また、当分の間の特例措置として、選挙犯罪等についての少年法の適用の特例等が設けられました。
　この改正は、平成28年６月19日から施行され、施行日後初めて公示される国政選挙から年齢の引下げが適用され
ます。地方選挙等については、国政選挙の公示日以後に告示される選挙から適用になります。

～選挙権の歴史～
　選挙権が拡大されるのは、昭和20年以来。早ければ、平成28年の参議院通常選挙から、新たに18歳、19歳の約240
万人が投票できるようになります。

※公職選挙法等の一部を改正する法律の概要等については、町ホームページにも掲載していますので、ご覧ください。
【問い合わせ先】　選挙管理委員会事務局　☎42－1111

　　　　　　 Information　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 お し ら せ

　選挙管理委員会では、例年明るい選挙啓発活動の一環とし
て、明るい選挙啓発ポスターコンクールを実施しています。
　今回は、松野東小学校から作品の応募があり、次のとおり
展示会を開催することとなりました。
　子どもたちが明るい選挙の実現に向け、願いを込めて作っ
た作品を、ぜひ一度ご覧ください。

【日　　時】　平成27年12月１日㈫～平成28年１月29日㈮
　　　　　　 （土・日、祝日を除く）
　　　　　　※各日ともに午前９時～午後５時
【会　　場】　吉野生交流促進センター１階ロビー
【問い合わせ先】　選挙管理委員会事務局
　　　　　　　　☎42－1111

年 有権者の資格

明治22年（1889年）

制 限 選 挙

直接国税15円以上を納める25歳以上の男子

明治33年（1900年） 直接国税10円以上を納める25歳以上の男子

大正８年（1919年） 直接国税３円以上を納める25歳以上の男子

大正14年（1925年） 男 子 普 通 選 挙 25歳以上の男子

昭和20年（1945年）
男女平等普通選挙

20歳以上の男女

平成27年（2015年） 18歳以上の男女

 公　布　日 

平成27年（2015年）
６月19日

 施　行　日 

公布の日から起算して
１年を経過した日

平成28年（2016年）
６月19日

施行日後に公示され
る国政選挙（衆議院
総選挙または参議院
通常選挙）から適用

国政選挙の公示日
以後に公示・告示
される選挙に適用

＝









平成26年度実施　松野東小学校　東　歩希さんの作品
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日 曜日 予　　定　　　　　　　　　　　　　　　

１ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

２ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

３ 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

４ 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野・蕨生・奥野川

５ 土

６ 日 松野西小学校学芸会 当上甲外科クリニック☎25-5811
当笹岡内科☎24-3886

当やくしじこどもクリニック☎24-1386
当橋本内科クリニック☎52-0808

７ 月 可葛川以外町内全域

８ 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

９ 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

10 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

11 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

12 土 町制施行60周年記念「松野町の医療を考える講演会・シンポジウム」／コミュニティセンター

13 日 当植木整形外科☎22-0022
当わたなべハートクリニック☎25-1717

当上田小児科・外科☎25-0100
当溜尾整形外科☎52-3133

14 月 可葛川以外町内全域

15 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒・上家地

16 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

17 木 不松丸・吉野・蕨生・奥野川

18 金 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

19 土

20 日 松野南小学校学習発表会 当ますだクリニック☎23-6611
当田中循環器科内科☎22-0504

当山下小児科☎23-0055
当あべ医院☎32-2616

21 月 可葛川以外町内全域

22 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

23 水 当しませ医院☎27-1888
当くきた内科クリニック☎26-2260

当こばやし小児科☎23-1150
当いしむら整形外科☎20-6635

可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

24 木 不松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

25 金 町内小中学校終業式 可葛川以外町内全域
古松丸・吉野（葛川除く）・蕨生・奥野川

26 土

27 日 消防団年末特別警戒～31日 当鎌野病院☎24-6611
当木村内科医院☎24-0030

当こおり小児科☎24-5633
当永井内科医院☎32-6688

28 月 可葛川以外町内全域

29 火 不豊岡・延野々・富岡・目黒

30 水 可上家地以外町内全域
古豊岡・延野々・富岡・目黒

31 木

12月の森の国行事予定表
当……休日当番医
可……可燃物回収日　　不……不燃物回収日　　古……古紙類回収日

※ごみ収集は、12/31～１/３までお休みします。
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